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❌
結論：構造的に類似した衣装は存在しません

ソマリアの伝統衣装は、インド洋貿易とイスラム文化圏の影響を受けた「巻き付け（ドレープ）式」の布が基本です。日本の着物のような「縫

製されたT字型のローブ」を帯で固定する構造を持つ衣装は、ソマリアの歴史には見られません。

主要な違いの比較

👘 日本の着物

構造・着用方法: T字型の縫製ローブ。身頃

と袖が縫い合わされ、身体に巻き付けて帯で固

定する。複雑な手順が必要。

気候・素材: 四季に対応。絹、厚手の綿、ウ

ールなど。重ね着が前提。

機能・用途: 形式美・儀礼性。結婚式、茶

道、卒業式など、フォーマルな場や伝統行事。

🇸🇴 ソマリアのディラック

構造・着用方法: 縫い目の少ない大きな布。

スリップ（ゴゴラッド）の上から巻き付け、肩

や腰で結んでドレープを作る。

気候・素材: 暑く乾燥した気候に対応。軽量

なシフォン、ポリエステル、薄手の綿。通気性

を最優先。

機能・用途: 優雅さ・祝祭性。主に結婚式や

パーティーで着用される女性の正装。

🇸🇴 ソマリアのマアウィス

構造・着用方法: 長方形の布または筒状の

布。腰に巻き付けて結び、下半身を覆う。

気候・素材: 高温多湿に対応。薄手の綿。実

用性と動きやすさを最優先。

機能・用途: 実用性・日常性。男性の日常

着、労働着。

🌍 文化的な背景

日本の着物

東アジアの島国で、形式と階層を重んじる文化の中で、身体のラインを隠し、

直線的な美を追求して進化しました。

ソマリアの衣装

乾燥地帯の気候と、謙虚さを重視するイスラム教の規範、そして国際的な布の

交易ルート（インド洋）の影響を強く受けながら進化しました。
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